





















































































































中国 ･日本 ･ヨーロッパの磁器生産 ･交易を調査しはじめて,まず磁器の用語法の問
題で壁に突き当たった.私はこの経験から,陶磁史専門家が,他の分野の歴史研究者
の,陶磁史への接近を支援されることを,お願いする次第である.












































































4766])- ｢色絵梅文 (柿右衛門様式 ･梅重文)方瓶｣(英国学会 1994,p.145,図
111[17世紀後半,高22.2cm]):｢(柿右衛門様式)色絵梅秋草文角徳利｣(矢部
1979,p.61,図143[高21.8cm]).

































(j)17世紀末の ｢有田 ･(赤獅子文)柿右衛門装飾皿｣(S.82,Abb.22左 [口径18.9cm,

















形は,伊万里の菊花形を円形に単純化している.- かつて ドレースデソの ｢日本宮































(p) (自磁器)｢有田 ･木葉浮彫 り皿｣(S.26,挿図上段 [17世弟己未,口径22cB),P_0.














































(i)中 国 磁 器 前 史


































































































































































































































































































































(iv)青 花 磁 器























































































































た .窯は隔熱壁に よって断熱 されていた .燃焼室 で燃 えた炎 は ,高 く上昇







































































































































ファミーユ ･ヴェル ト (緑手)と呼ばれている(ll).康照五彩磁器,録手,
ファミーユ ･ヴェル トfamileverteはさらに,線彩系,あるいは,硬彩 (軟
彩と対比して)と称される場合もある.それに対して,粉彩磁器は洋彩 (西
洋珪郷技法の導入 ･展開から),軟彩 (硬彩と対比して),紅手,あるいは,
ファミーユ ･ローズ familerose(後二者は多様な赤色から)とも呼ばれ
る(12).
(注)
(1)明代後期の景徳鋲民間窯の五彩磁器(｢金禰手｣など)において,主要な製品は,粕下
青を文様表現の一部に用いない,上絵付けだけの製品であった.矢部 1989,pp99-
100.
(2)矢部 1992,pp.357,366-369,388-389,412-414,419-424,444-446.なお,日本で
｢呉州手｣･｢呉州赤絵｣と呼ばれる,奔放な絵付けの五彩磁器は,景徳鋲窯系の窯で
生産された,万暦民間様式に繋がる,輸出用製品である.矢部1992,pp.3831386.ただ
し,青色顔料のコバルト-｢呉須｣と区別するための ｢呉州｣の用語法は,西田･出
川 1997(p133)による.明代の五彩磁器については,さらに,矢島 1996,pp.86-
125を参照.
(3)中国学会 1991,pp.345-346,375-376,379-381.
(4)西田･出川 1997,ppllト112,134-140.
- 342-
肥前磁器と初期マイセン磁寡 (1) 839
(5)長谷部 1983,pp.162-165,185-187.
(6)同じ情景の金 ･銀 ･錫メダルを刻んだのは,オランダ国立アムステルダム博物館に
よれば,ヤーコプ･スメルツィソク (JacobSmeltzing)である.
(7)西田 1983,pp.23ト232,240-244,248.
(8)1685年以前に ｢カシアス紫｣あるいは ｢紫金｣を発明したのは,ドイツ磁器博物館に
よれば,アンドレーアス ･カシウス (AndreasCassius)である.
(9)中沢 1996,pp.120,126-130.
(10)英国学会 1994,pp.33,233.
(ll)中沢 1996,p.113.
(1-2)佐藤 1983,p.139を参照.
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